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１ 発達相談支援センター(アーチル)について

～ 生涯ケア・将来の自立に向けて ～

アーチル発達障害基礎講座(初任支援者向け) 第二部



発達相談支援センター(アーチル)とは

• 発達障害のある本人とその家族を対象とした
仙台市直営の相談機関

本人・家族とともに 地域・市民とともに

・発達相談（療育）

・地域での相談・支援

・市民への普及・啓発

・地域との連携・協働

• 「アーチル」という愛称は 「アーチ(橋)」 と 「パル(仲間)」 をかけたものです
障害のある方やその家族と地域の様々な方との「架け橋」になるようにとの願いが込められています



３つの機能

沿革・機能
乳幼児(０歳～就学前) 学齢児(小１～18歳) 成人(18歳以上)

心身障害者相談センター

児童相談所 更生相談所

発達相談支援センター（アーチル）

北部・南部発達相談支援センター

昭和53年度
早期出会い・生涯ケアを

目指して設置

政令市となり、児童相談所と
更生相談所に機能を引継ぎ、
発展的解消

平成元年度

平成１４年度

平成24年度

【再統合＋機能強化】

対象者の年齢、知的障害の
有無に関わらず、 発達障害
児者を支援できるよう、
３つの機能を持たせ、発達相
談支援センター(アーチル)を
設置

【機能拡充】

相談件数の増加に対応する
ため、南北2館体制に増設

① 児童相談所の障害児相談、判定等の業務
② 知的障害者更生

相談所の専門相談

③ 発達障害者支援センターの専門相談

④ 診療所機能(保険診療) 常勤医(2名)の配置平成30年度



相談につながる層の広がり

知的障害を伴わない発達障害
ASD(自閉スペクトラム症)、 ADHD（注意欠如・多動症）

LD（学習障害）、トゥレット症候群、吃音など

・知的障害
（知的障害を伴う自閉スペクトラム症なども含む）

・身体障害
（18歳までの脳性麻痺や二分脊椎など）

・重症心身障害

従来の障害者福祉の

対象

アーチル開所以降

全ライフステージに

わたって相談増加

発達障害とは言い切れない養育環境因のあるケース

開所当初の相談の中心

発達障害者支援法施行（H17）
や特別支援教育開始（H19)

以降に増加

平成27年度以降増加

アーチルの支援対象

アーチルの支援対象



アーチルの組織

成人支援係
成人支援係

場 所：泉区泉中央
担当区：青葉区

宮城野区
泉区

場 所：太白区長町南

担当区：若林区
太白区

総務係

企画調整係

乳幼児支援係

学齢児支援係

総務係

乳幼児支援係

学齢児支援係医師(南北兼務※)

常勤 2名 ・ 非常勤 14名

職員数（再任用・会計年度任用含む）

北部 89名 ・ 南部 57名

仙台市（令和7年度）

政令指定都市（5区）
人口 約109万人



「チーム・アプローチ」による相談支援

障害のある本人・家族

ニーズ

支 援

チームで支援

評価員

医 師

心理判定員

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

相談員

保健師

保育士

ケースワーカー

行政教員

ニーズに応じて

スタッフを

コーディネート
看護師



アーチルのおもな業務

相談支援 施設支援

ネットワーク構築普及啓発



アーチルの理念

発達に心配がある
本人・家族との

早期出会い

乳幼児期から
成人期まで一貫

生涯ケア

関係機関との連携
普及・啓発

地域生活の支援

発達障害のある方が健やかに育ち、
地域で生き生きと暮らせるために

（心身障害者支援センターより継承）



新規（初回）相談件数の年齢別推移
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平成26年度
令和元年度
令和6年度

※20代～50代の各年代の数値は、各年齢の平均値

2歳児が新規相談のピーク

（保健所健診からの紹介・就園に向けた心配など）

就学に向けての心配

就学後の躓きからの心配

中学入学後の躓きや

進路を見据えた対応



「生涯ケア」の実現に向けて

乳幼児

学齢児

成人

専門機関だけでなく、

地域の関係機関の連携・協働により、

本人や家族が必要な時に相談できる

よう、地域の支援体制整備が必要

・ 発達特性は一生涯つづく

▼

一貫した支援が必要

幼稚園・保育所
のびすく

児童発達支援センター
児童発達支援事業所

学校（小中高・支援学校）

児童館
放課後等デイサービス

就労先

障害福祉サービス

余暇・趣味の場

大学・専門学校



成人期の「自立」と「社会参加」が目標

成人

・ 成人期の「自立」と「社会参加」を

実現するためには、

「2次的な問題」の予防が重要

・ 「自立」とは

自分の望む生き方を自分なりに決定し、
必要に応じて、周りの手助けももらい
ながら実現していくこと

自立 社会参加

自信が持てない

人と接するのが
不安…

集団がこわい

意欲がわかない



関係機関との連携で共有したい視点

できた

本人への理解・発達特性に合わせた対応

伝わった

ほめられた

相談する力

自己肯定感自己有用感

自立的行動

認められた

日々の過ごし場での経験の積み重ね

成人期の「自立」と「社会参加」

安心感人への信頼



まとめ ： 将来を見据えた支援の視点

・ 乳幼児～学齢児期に必要な環境

〇 安心できる居場所

〇 自分を認めてくれる人
乳幼児

学齢児

自己肯定感

自己有用感

・ 成人期の「自立」と「社会参加」が支援の目標

・ そのためには「2次的な問題の予防」が重要

・ 支援のベースに必要なことは、

〇 周囲の理解

〇 特性に合わせた対応
成人

自立

社会参加


